
　

小
林
市
病
院
企
業
職
員
採
用
試

験
を
行
い
ま
す
。
試
験
は
次
の
区

分
ご
と
に
行
い
ま
す
が
、
こ
の
う

ち
希
望
す
る
職
種
の
ど
れ
か
一
つ

を
受
験
で
き
ま
す
。
な
お
、
申
込

締
切
後
は
、
試
験
区
分
の
変
更
は

で
き
ま
せ
ん
。

◆
日
程

▼
第
1
次
試
験

　

９
月
17
日
（
日
曜
）

▼
第
2
次
試
験

　

10
月
21
日
（
土
曜
）

※
第
2
次
試
験
は
事
務
職
Ａ
、
事

　

務
職
Ｂ
が
対
象
で
す
。

◆
試
験
会
場　

市
立
病
院
会
議
室

◆
試
験
区
分
・
受
験
資
格
・
採
用

　

予
定

▼
薬
剤
師
（
若
干
名
）

　

昭
和
47
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人

▼
看
護
師
（
10
人
程
度
）

　

昭
和
53
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
34
歳
ま
で
に
免
許

を
取
得
し
た
人

▼
事
務
職
Ａ
（
若
干
名
）

　

昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

▼
事
務
職
Ｂ

　

昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※
試
験
区
分
の
う
ち
、
薬
剤
師
は

　

資
格
を
有
す
る
人
ま
た
は
平
成

　

29
年
度
の
試
験
で
資
格
取
得
見

　

込
み
の
人
、
看
護
師
は
昭
和
59

　

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

　

人
で
、
平
成
29
年
度
の
試
験
で

　

免
許
取
得
見
込
み
の
人
を
含
み

　

ま
す
。
事
務
職
Ａ
は
大
学
を
卒

　

業
し
た
人
ま
た
は
29
年
度
末
に

　

卒
業
見
込
み
の
人
、
事
務
職
Ｂ

　

は
短
期
大
学
、
専
門
学
校
も
し

　

く
は
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人

　

ま
た
は
29
年
度
末
に
卒
業
見
込

　

み
の
人
と
な
り
ま
す
。

※
日
本
国
籍
を
持
っ
て
い
な
い
人
、

　

そ
の
他
地
方
公
務
員
法
の
規
定

　

に
よ
る
欠
格
事
項
に
該
当
す
る

　

人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

◆
受
付
期
間

　

８
月
25
日
（
金
曜
）
ま
で

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
日
除
く

※
郵
送
の
場
合
、８
月
25
日（
金
曜
）

　

必
着
と
し
ま
す
。

◆
そ
の
他

　

申
込
方
法
や
試
験
科
目
な
ど
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
立
病
院
に

問
い
合
わ
せ
る
か
、市
立
病
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
・
市
立
病
院
事
務
部

　

℡
23
‐
４
７
１
１

　

市
の
振
興
発
展
や
市
民
生
活
の

向
上
な
ど
に
尽
力
さ
れ
、
そ
の
功

績
が
顕
著
な
人
を
表
彰
し
ま
す
。

◆
部
門

①
地
方
自
治
、
②
産
業
経
済
、
③

教
育
・
芸
術
・
体
育
・
文
化
、
④

公
共
福
祉
、
⑤
市
民
生
活

◆
主
な
選
考
基
準　

・
原
則
と
し
て
75
歳
以
上
、
30
年

　

以
上
の
功
績
が
有
る
人
。

※
特
例
的
な
も
の
は
こ
の
限
り
で

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
叙
勲
・
褒
章
受
章
者
、
刑
罰
を

　

受
け
た
人
、
重
大
な
交
通
事
故

　

違
反
者
な
ど
は
候
補
者
か
ら
除

　

外
さ
れ
ま
す
。

◆
推
薦
方
法

　

所
定
の
功
績
調
書
を
提
出
く
だ

さ
い
。
功
績
調
書
の
用
紙
は
、
企

画
政
策
課
・
須
木
庁
舎
地
域
振
興

課
・
野
尻
庁
舎
地
域
振
興
課
に
あ

り
ま
す
。　

◆
提
出
締
切

　

８
月
15
日
（
火
曜
）

◆
表
彰
式
開
催
日

　

11
月
３
日
（
金
曜
）
文
化
の
日

●
問

・
企
画
政
策
課

　

℡
23
‐
３
４
７
０

　

詩
聖
北
原
白
秋
の
偉
業
を
偲

び
、
毎
年
命
日
に
開
催
さ
れ
る
白

秋
祭
に
献
詩
し
ま
せ
ん
か
。

◆
募
集
締
切

　

９
月
１
日
（
金
曜
）
必
着

◆
部
門

　

小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
部
、

高
校
生
・
一
般
の
部

◆
形
式　

自
由
詩

※
応
募
は
１
人
２
点
ま
で

◆
申
込
方
法

　

問
い
合
わ
せ
先
へ
連
絡
し
、
応

募
用
紙
を
取
得
し
郵
送
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
問

・
福
岡
県
柳
川
市
学
校
教
育
課

　

℡
０
９
４
４
‐
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‐
８
１
１
１
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小
林
市
病
院
企
業
職
員

採
用
試
験
（
第
2
回
）

音
楽
祭

　

第
42
回
小
林
市
民
音
楽
祭
の
出

演
者
（
団
体
）
を
募
集
し
ま
す
。

カ
ラ
オ
ケ
以
外
で
の
出
場
な
ら

ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。

◆
内
容

　

コ
ー
ラ
ス
、
ピ
ア
ノ
、
吹
奏
楽
、

管
弦
楽
、
三
味
線
、
民
謡
、
箏
、

大
正
琴
、
詩
吟
な
ど

◆
演
奏
時
間

　

団
体
7
分
・
個
人
５
分
（
そ
れ

ぞ
れ
２
曲
以
内
）

◆
開
催
日

　

10
月
22
日
（
日
曜
）

　

開
場
：
11
時
30
分　

開
演
：
12
時

◆
募
集
締
切　

８
月
31
日
（
木
曜
）

◆
注
意
事
項

・
出
演
は
、
１
種
目
に
つ
き
１
人

　

１
回
。
伴
奏
者
は
除
く

・
出
演
の
決
定
と
説
明
会
の
日
程

　

は
、
後
日
通
知
し
ま
す

芸
能
祭

　

第
56
回
小
林
市
民
芸
能
祭
の
出

演
者
（
団
体
）
を
募
集
し
ま
す
。

◆
種
目

　

日
本
舞
踊
・
剣
詩
舞
・
民
舞
な

ど
の
邦
舞
踊
、
フ
ラ
・
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
・
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
・
バ
レ
エ
・

創
作
ダ
ン
ス
な
ど
の
洋
舞
踊

◆
出
演
時
間

　

５
分
以
内
（
個
人
・
団
体
問
わ

ず
１
人
１
回
の
み
）

◆
開
催
日

　

11
月
５
日
（
日
曜
）

　

開
場
：
12
時
30
分
、
開
演
：
13
時

◆
募
集
締
切　

８
月
31
日
（
木
曜
）

◆
注
意
事
項

・
公
演
時
間
に
限
り
が
あ
り
ま
す

・
個
人
、
団
体
を
問
わ
ず
、
同
じ

　

種
目
に
、
複
数
回
出
演
で
き
ま

　

せ
ん
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
出

　

演
を
お
断
り
し
ま
す

・
出
演
に
必
要
な
音
源
（
テ
ー
プ
、

　

Ｃ
Ｄ
な
ど
）
を
準
備
く
だ
さ
い

・
出
演
の
決
定
と
説
明
会
の
日
程

　

は
、
後
日
通
知
し
ま
す

共
通
事
項

◆
対
象

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
、

ま
た
は
市
内
に
活
動
の
拠
点
が
あ

る
団
体

◆
応
募
方
法

　

文
化
会
館
に
あ
る
申
込
書
を
記

入
し
、
文
化
会
館
に
直
接
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
問

・
文
化
会
館

　

℡
23
‐
７
４
０
０
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募　

集

音
楽
祭
・
芸
能
祭
へ
出

演
し
ま
せ
ん
か

第
56
回
小
林
市
総
合
文
化
祭

平
成
29
年
度
白
秋
献
詩

市
民
表
彰
候
補
者
の

推
薦

～一般書籍～

『1934 年の地図』
著者：堂場　瞬一　
発行：実業之日本社

～児童書～

『ひとりになったライオン』
文・絵：夏目　義一
発行：福音館書店

～一般書籍～

『和中華』
著者：堤　人美

発行：主婦と生活社

今月の
おすすめ
図書

小林市立図書館

躍
動
感
あ
ふ
れ
る

ラ
イ
オ
ン
の
姿
と
、
草
原
の

細
や
か
な
描
写
は
圧
巻
で
す
。

市立図書館
村
むらこそ

社　慶
け い た

太さん

夏の星空散歩！

天空の羅針盤

　南を向くと立ち上がる天の川。その川の中
に丸めた尻尾を浸して右上に伸びているのが、
さそり座です。頭は南西に届こうとしている
ので案外大きく広がっています。胸の辺りの
アンタレスの赤っぽさを見たら、少し上の土
星を探しましょう。天の川を望める幸せを感
じながらさらに上へ。頭の上には白色に輝く
織姫星。七夕に思いを馳せながら南東側に川
を渡ると彦星があります。
　星図は 10 日だと 21 時 40 分になります。
８日が満月ですので、下旬の散歩がよろしい
かと。
　【お知らせ】今月の観望会は毎週の土・日夜
20～、21時～。２日(水)～７日(月)はスター
ウイーク特別観望会。12 日 ( 土 ) はペルセ群
観望会。19 日 ( 土 ) は星空の夕べ。休館日は
毎週火曜。

８月 25 日 20 時 40 分の南天



　

市
内
在
住
外
国
人
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
交
流
支
援
を
目
的

に
「
に
ほ
ん
ご
サ
ロ
ン
」
を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
日
本
語
交
流
員

も
募
集
し
ま
す
。

◆
対
象　

①
市
内
に
在
住
を
有
す
る
外
国
籍

　

の
人
（
10
人
程
度
）

②
日
本
語
交
流
員
は
市
内
在
住
の

　

高
校
生
以
上
で
、外
国
の
文
化
、

　

言
語
に
興
味
の
あ
る
人
（
10
人

　

程
度
） 

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

※
日
本
語
交
流
員
の
活
動
は
無
償

　

で
す
。
交
通
費
な
ど
実
費
の
支

　

払
い
も
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
日
時　

　

９
月
30
日
（
土
曜
）、
10
月
28
日

（
土
曜
）、
11
月
11
日
（
土
曜
）、
12

月
９
日
（
土
曜
）、
平
成
30
年
１
月

13
日
（
土
曜
）、２
月
10
日
（
土
曜
）

　

10
時
～
12
時

※
日
本
語
交
流
員
は
、
９
月
23
日

　
（
土
曜
）
の
10
時
～
11
時
30
分

　

に
事
前
研
修
を
行
い
ま
す
。

◆
場
所　

中
央
公
民
館

◆
申
込
方
法　

　

任
意
の
用
紙
に
「
に
ほ
ん
ご
サ

ロ
ン
申
込
み
」
と
記
入
し
、住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー

ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
専
用
の
申
込
用
紙
は
小
林
市
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　

ド
で
き
ま
す
。

◆
費
用　

無
料

※
10
月
28
日
（
土
曜
）
は
文
化
交

　

流
「
茶
道
体
験
」
の
た
め
、
お

　

茶
と
お
菓
子
代
と
し
て
参
加
費

　

５
０
０
円
が
必
要
で
す
。

◆
申
込
締
切　

８
月
31
日（
木
曜
）

●
問

・
地
方
創
生
課　

　

℡
23
‐
１
１
４
８

　
　

23
‐
６
６
５
０

　
　

k_kokusaika@
city.　

　

　
　

kobayashi.lg.jp

　

気
軽
に
着
物
を
着
て
お
出
か
け

し
て
み
ま
せ
ん
か
！

◆
日
時
（
８
回
）

　

９
月
14
日
（
木
曜
）

　
　

～
12
月
21
日
（
木
曜
）

　

19
時
～
21
時

※
概
ね
隔
週
木
曜
に
行
い
ま
す
。

◆
場
所　

中
央
公
民
館　

◆
対
象

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
お
お

む
ね
40
歳
ま
で
の
人

※
対
象
以
外
の
人
も
受
付
け
ま
す

　

が
、
申
込
多
数
の
場
合
は
対
象

　

者
を
優
先
と
し
、
後
は
抽
選
と

　

な
り
ま
す
。

◆
費
用　

１
０
０
０
円　

◆
定
員　

10
人

◆
申
込
締
切　

８
月
31
日（
木
曜
）

◆
受
付
時
間

　

月
曜
～
金
曜　

９
時
～
17
時

◆
そ
の
他

　

着
物
類
は
持
参
く
だ
さ
い
。

●
問
・
中
央
公
民
館

　

℡
22
‐
３
４
８
２

　

さ
ま
ざ
ま
な
業
務
で
の
就
業
を

目
指
す
た
め
、
電
話
対
応
な
ど
の

基
本
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
、

ト
ラ
ブ
ル
回
避
に
役
立
つ
コ
ミ
ュ

二
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
、
実
践

的
な
講
習
で
学
び
ま
す
。

◆
対
象
者

・
現
在
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

会
員
で
セ
ン
タ
ー
で
の
就
業
を

　

希
望
す
る
人

・
お
お
む
ね
60
歳
上
で
今
後
シ
ル

　

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し

　

セ
ン
タ
ー
で
の
就
業
を
希
望
す

　

る
人

◆
日
程

　

８
月
24
日
（
木
曜
）、25
日
（
金

曜
）
の
い
ず
れ
か
を
選
択
で
き
ま

す
（
約
４
時
間
程
度
）。

◆
定
員　

各
15
人

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

◆
申
込
締
切　

８
月
17
日（
木
曜
）

◆
場
所

　

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

◆
受
講
料　

無
料

◆
申
込
先
・
申
込
用
紙
配
布
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
林
、
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

◆
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
提
出
く
だ
さ
い
。

●
問

・
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

　

合
会

　

℡
０
９
８
５
‐
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‐
３
７
７
５
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着
付
け
講
座

に
ほ
ん
ご
サ
ロ
ン
・

日
本
語
交
流
員

　

歴
史
・
文
化
に
ふ
れ
る
文
化
財

巡
り
バ
ス
ツ
ア
ー
（
市
ガ
イ
ド
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
主
催
）
を
開
催

し
ま
す
。
今
回
は
、『
霧
島
連
山

湧
水
と
用
水
の
故
郷
を
巡
る
』
と

い
う
テ
ー
マ
で
史
跡
巡
り
を
行
い

ま
す
。

◆
日
時

　

８
月
23
日
（
水
曜
）

　

８
時
50
分
～
16
時

※
集
合
時
間
は
８
時
40
分
。

◆
見
学
場
所

　

出
の
山
湧
水
と
用
水
、
宝
光
院

用
水
路
、
鬼
目
薬
師
堂 

な
ど

※
細
野
地
区
、
南
西
方
地
区
の
湧

　

水
地
と
用
水
路
、
文
化
財
を
巡

　

り
ま
す
。

◆
対
象

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◆
集
合
場
所

　

慈
敬
園
前
駐
車
場

◆
費
用　

１
０
０
円

※
当
日
、
徴
収
し
ま
す
。

◆
定
員　

25
人

※
申
込
多
数
の
場
合
、
抽
選
。

◆
申
込
締
切

　

8
月
15
日
（
火
曜
）

◆
申
込
方
法

　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

・
動
き
や
す
い
服
装
、
暑
さ
対
策

　
（
水
筒
・
帽
子
・
タ
オ
ル
な
ど
）

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

・
各
自
昼
食
（
弁
当
な
ど
）
を
持

　

参
く
だ
さ
い
。

●
申
・
問

・
社
会
教
育
課

　

℡
22
‐
７
９
１
２

　

平
成
29
年
度
み
ず
ほ
教
育
福
祉

財
団
助
成
事
業
に
よ
る
「
老
人
ク

ラ
ブ
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
推

進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
」
を

開
催
し
ま
す
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と

ペ
タ
ン
ク
競
技
の
面
白
さ
を
再
認

識
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
多
く
の
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時

　

９
月
22
日
（
金
曜
）
９
時
～

◆
場
所

　

八
幡
原
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
旧
商
業
高
校

跡
地
）

◆
対
象

　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
市
内
在

住
の
高
齢
者

◆
定
員　

１
０
０
人

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

◆
申
込
方
法

　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
締
切

　

８
月
31
日
（
木
曜
）

◆
参
加
費　

無
料

◆
そ
の
他

　

①
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
②
ペ
タ
ン

ク
の
う
ち
１
つ
を
選
択
し
て
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
・
問

・
小
林
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事

　

務
局
（
百
歳
会
館
内
）　

　

℡
22
‐
５
２
３
１

　

℡
０
８
０
‐
８
３
９
０
‐
６
０
９
３

　

小
林
高
原
野
尻
漁
業
協
同
組
合

で
は
、
外
来
魚
駆
除
を
目
的
に
釣

り
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
程

　

８
月
19
日（
土
曜
）～
20
日（
日

曜
）
の
２
日
間
（
雨
天
決
行
）

※
検
量
時
間
は
２
日
間
と
も
14
時

　

～
15
時
ま
で

※
１
日
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

※
開
始
時
間
は
設
定
し
て
い
ま
せ

　

ん
が
、
釣
っ
た
魚
は
検
量
時
間

　

ま
で
に
検
量
場
所
ま
で
持
参
く

　

だ
さ
い
。

◆
場
所　

　

御
池
（
検
量
・
表
彰
式
は
皇
子
港
）

◆
対
象　

小
学
生
以
上

◆
費
用　

無
料

◆
注
意
事
項

・
釣
り
方
は
岸
釣
り
に
限
り
ま
す
。

　
（
ボ
ー
ト
釣
り
不
可
）

・
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
部
門
、
ブ
ル
ー

　

ギ
ル
（
ハ
ス
含
む
）
部
門
の
２

　

部
門
が
あ
り
ま
す
。

・
８
月
20
日
（
２
日
目
）
の
15
時

　

か
ら
結
果
発
表
と
表
彰
式
を
行

　

い
ま
す
。
２
日
間
総
合
の
検
量

　

尾
数
（
同
数
の
場
合
は
重
量
を

　

加
味
）
を
も
と
に
、
釣
り
上
げ

　

た
尾
数
が
多
い
順
に
、
ブ
ラ
ッ

　

ク
バ
ス
部
門
１
～
10
位
、
ブ
ル

　

ー
ギ
ル
部
門
１
～
10
位
の
人
に

　

は
賞
品
を
贈
り
ま
す
。（
別
途

　

参
加
賞
が
あ
り
ま
す
）

●
問

・
小
林
高
原
野
尻
漁
業
協
同
組
合

　

℡
23
‐
４
６
６
８
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文化の足跡

　堤地区にある八
幡原市民総合セン
ター（旧商業高校
跡地）内にある文
化 財 展 示 室 で 8
月 19 日（土）か
ら企画展『写真で
見るふるさとの昭
和展』を開催しま
す。
　天皇陛下の生前退位が決まり、平成
30 年 12 月 31 日をもって「平成」が
終わりを迎えます。「平成」そして「昭和」
とはどんな時代であったのか、当市が
所蔵する小林市の当時の写真を展示し、
ふるさと目線で昔を懐かしみ、新たな
発見を見いだしていただくことを目的
とした展示会です。
　8 月 19 日、20 日の 2 日間は特別
企画として『おもちゃで楽しむふるさ
との昭和展』も企画しています。皆さ
んぜひお越しください。
　●問＝社会教育課　℡ 22 － 7912

『ふるさとの昭和展』
を開催します！

Fax

▼▼
講
座
・
催
し

文
化
財
巡
り

バ
ス
ツ
ア
ー

釣
り
大
会

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
ペ
タ

ン
ク
競
技
の
面
白
さ
を

知
ろ
う
！

Mail

接
遇
・
マ
ナ
ー
講
習

やっぱい元気がよか！

就寝４時間前の入浴で夜間頻尿予防

　このコーナーでは、介護予防につながる、
簡単な運動や情報を紹介します !
●問＝長寿介護課　℡ 23‐1140

　「夜、排尿のために１回以上起きる」状
態である夜間頻尿は、原因として過活動
膀胱が考えられ、排尿筋が過剰に収縮し
てしまい、膀胱が小さくなります。その
結果トイレに行く回数が増え夜間頻尿を
引き起こします。70 歳以上の約９割の
人が夜間頻尿に悩まされており、転倒リ
スクも高く、そのまま寝たきりになるケー
スも少なくありません。
　そんな夜間頻尿を防ぐ方法として、就
寝４時間前の入浴がおススメです。
　理由は、余分な水分が尿として排出さ
れるには２～３時間必要ですが、就寝４
時間前までに入浴しておくと水圧によっ
て足に溜まった水分が尿として就寝前に
排出されるので、夜間頻尿の軽減につな
がります。夜間頻尿にお困りの方は、ぜひ、
お試しください。

【文】長寿介護課　作業療法士　田
た な か

中　美
み ゆ き

幸さん

Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせ



　

各
種
が
ん
検
診
の
実
施
医
療
機

関
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
追
加

　

小
林
市
立
病
院

　

℡
23
‐
４
７
１
１

※
子
宮
が
ん
頸
部
検
診
（
必
要
に

　

応
じ
て
体
部
検
診
）
が
実
施
で

　

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。　

※
火
曜
、金
曜
の
み
実
施
し
ま
す
。

※
受
診
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事

　

前
に
予
約
く
だ
さ
い
。

◆
取
下
げ

　

桑
原
記
念
病
院

　

℡
22
‐
４
１
３
８

※
乳
が
ん
検
診
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

●
問
・
健
康
推
進
課

　

℡
23
‐
０
３
２
３

　
「
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
」
と

は
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
前

年
の
所
得
と
平
成
29
年
８
月
１
日

現
在
の
児
童
の
養
育
状
況
な
ど
を

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
ま

た
、
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
に
つ

い
て
も
同
時
に
更
新
を
行
い
ま

す
。
こ
の
届
出
が
な
い
場
合
、
８

月
以
降
の
手
当
の
支
給
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。
な
お
、
２
年

間
届
け
出
を
し
な
い
と
受
給
資
格

が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
、
所
得
制
限
に
よ
り
手
当

　

を
受
給
し
て
い
な
い
人
も
届
出

　

が
必
要
で
す
。

※
対
象
者
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

◆
提
出
受
付
日

　

８
月
15
日（
火
曜
）～
31
日（
木
曜
）

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
日
、
祝
日
を
除
く
。

※
17
日
（
木
曜
）、24
日
（
木
曜
）、

　

31
日
（
木
曜
）
は
子
育
て
支
援

　

課
の
み
19
時
ま
で
受
付
を
延
長

　

し
ま
す
。

◆
受
付
場
所

　

子
育
て
支
援
課
、
須
木
庁
舎
・

野
尻
庁
舎
住
民
生
活
課

◆
必
要
な
も
の

・
送
付
し
た
現
況
届

・
世
帯
全
員
お
よ
び
同
居
し
て
い

　

る
人
の
住
民
票

・
養
育
費
に
関
す
る
申
立
書

・
一
部
支
給
停
止
適
用
除
外
届
出

　

書
（
緑
）
雇
用
証
明
書
、
健
康

　

保
険
被
保
険
者
証

・
対
象
児
童
が
別
居
の
場
合
は
、

　

別
居
先
の
世
帯
全
員
の
住
民
票

　

と
別
居
監
護
申
立
書
（
学
校
長

　

ま
た
は
民
生
委
員
の
証
明
が
必

　

要
で
す
）

・
平
成
29
年
度
の
所
得
証
明
書

　
（
平
成
29
年
1
月
2
日
以
降
、

　

小
林
市
に
転
入
し
た
人
の
み
）

・
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者
証

　
（
ピ
ン
ク
）

・
ひ
と
り
親
医
療
費
受
給
資
格
者

　

証
（
黄
色
）
及
び
受
給
者
本
人

　

の
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
印
鑑

・
そ
の
他
必
要
な
書
類

●
問

・
子
育
て
支
援
課

　

℡
23
‐
１
２
７
８

・
須
木
庁
舎
住
民
生
活
課

　

℡
48
‐
３
１
３
２

・
野
尻
庁
舎
住
民
生
活
課

　

℡
44
‐
１
１
０
０

　

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
、
国
か
ら

第
十
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
平
成
27
年
８
月
か
ら
受
付
を
開

始
し
て
お
り
、
期
限
が
迫
っ
て
い
ま

す
。
請
求
手
続
き
を
し
て
い
な
い
人

は
、請
求
窓
口
で
手
続
き
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

　

平
成
27
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）

に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公

務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年

金
」
な
ど
を
受
け
る
人
（
戦
没
者

の
妻
な
ど
）
が
い
な
い
場
合
に
、

次
の
支
給
順
位
の
先
順
位
１
人
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

①
平
成
27
年
4
月
1
日
ま
で
に
戦

　

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

　

に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取

　

得
し
た
人

②
戦
没
者
な
ど
の
子

③
戦
没
者
な
ど
の
（
１
）
父
母
、

　
（
２
）
孫
、（
３
）
祖
父
母
、（
４
）

　

兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
な
ど
と
生
計
関
係
を
有

　

し
て
い
な
か
っ
た
人
、
平
成
27

　

年
4
月
1
日
に
お
い
て
婚
姻
に

　

よ
り
姓
が
変
わ
っ
て
い
る
人
、

　

遺
族
以
外
の
人
と
養
子
縁
組
を

　

し
て
い
る
人
は
除
く

④
③
以
外
の（
１
）父
母
、（
２
）孫
、

　
（
３
）
祖
父
母
、（
４
）　

兄
弟

　

姉
妹

⑤
①
～
④
以
外
の
三
親
等
内
の
親

　

族
（
甥
、
姪
な
ど
）

※
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
日
ま
で
1

　

年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い

　

た
人
に
限
る

※
第
8
回
ま
た
は
第
9
回
特
別
弔

　

慰
金
を
受
給
し
て
い
て
、
ご
健

　

在
の
人
へ
は
案
内
文
書
を
送
付

　

し
て
い
ま
す

◆
支
給
内
容

・
額
面
25
万
円

・
5
年
償
還
の
記
名
国
債

◆
請
求
期
限

　

平
成
30
年
4
月
2
日

◆
請
求
に
必
要
な
も
の

・
認
め
印

・
請
求
者
の
戸
籍
抄
本

・
請
求
者
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
か

　

通
知
カ
ー
ド

※
必
要
に
応
じ
て
、
戸
籍
謄
本
、

　

先
順
位
遺
族
の
除
票
な
ど
が
必

　

要
で
す

※
代
理
で
手
続
さ
れ
る
場
合
は
、

　

委
任
状
、
代
理
の
方
の
身
分
証

　

明
書
な
ど
が
必
要
で
す

◆
請
求
窓
口

　

福
祉
課
、
須
木
庁
舎
住
民
生
活

課
、
野
尻
庁
舎
住
民
生
活
課

●
問
・
福
祉
課

　

℡
23
‐
０
１
１
１

　

お
し
ら
せ
７
月
15
日
号
の
４

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
、「
特
定
健
診
、

長
寿
健
診
、が
ん
検
診
（
胃
・
大
腸
・

子
宮
・
乳
・
肺
）、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
」
に
つ
い
て
、
タ
イ
ト
ル
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
し

て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

誤
）
肺
炎
ウ
イ
ル
ス

正
）
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

●
問
・
健
康
推
進
課

　

℡
23
‐
０
３
２
３
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中
小
企
業
大
学
校
人
吉
校
で

は
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
研

修
を
用
意
し
、
単
に
講
義
を
聴
く

だ
け
で
は
な
く
、
全
員
参
加
の
講

習
を
取
り
入
れ
、
自
社
課
題
の
解

決
に
つ
な
が
る
実
践
的
な
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。

決
算
書
の
活
か
し
方
1
（
財
務
分

析
編
）

◆
日
時

　

９
月
20
日（
水
曜
）～
22
日（
金
曜
）

◆
対
象

　

管
理
者
、
新
任
管
理
者
、
リ
ー

ダ
ー

◆
定
員　

25
人

◆
受
講
料　

３
万
１
０
０
０
円

顧
客
も
従
業
員
も
幸
せ
に
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
学
ぶ

◆
日
時

　

9
月
26
日（
火
曜
）～
27
日（
水
曜
）

◆
対
象

　

経
営
者
、
経
営
幹
部
、
管
理
者

◆
定
員　

30
人

◆
受
講
料　

２
万
２
０
０
０
円

新
任
管
理
者
研
修
（
10
月
）

　

10
月
３
日（
火
曜
）～
５
日（
木
曜
）

◆
対
象

　

新
任
管
理
者
、
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

◆
定
員　

30
人

◆
受
講
料　

３
万
１
０
０
０
円

共
通
事
項

◆
会
場

　

中
小
企
業
大
学
校
人
吉
校

◆
申
込
方
法

　

中
小
企
業
大
学
校
人
吉
校
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
受
講
申
込
」
か
ら
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問

・
中
小
企
業
大
学
校
人
吉
校

　

℡
０
９
６
６
‐
23
‐
６
８
５
１

　

保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
、「
赤
ち
ゃ

ん
の
駅
」を
設
置
し
ま
し
た
。「
赤

ち
ゃ
ん
の
駅
」
と
は
、
オ
ム
ツ
替

え
や
授
乳
が
で
き
る
、
赤
ち
ゃ
ん

の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

◆
日
程

　

月
曜
～
金
曜
（
祝
日
を
除
く
）

　

8
時
30
分
～
17
時
15
分

◆
場
所

　

小
林
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
の
１

階
相
談
室
、
１
階
女
子
ト
イ
レ
、

１
階
多
目
的
ト
イ
レ

◆
対
象

　

オ
ム
ツ
替
え
や
授
乳
が
必
要
な

親
子

◆
費
用　

無
料

◆
そ
の
他

　

赤
ち
ゃ
ん
用
の
体
重
計
を
準
備

し
て
い
る
の
で
、
自
由
に
計
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て

育
児
相
談
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

気
軽
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。
な

お
、
ミ
ル
ク
の
お
湯
は
準
備
し
て

い
ま
せ
ん
。

●
問

・
健
康
推
進
課

　

℡
23
‐
０
３
２
３

　

バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
認
知

症
高
齢
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
法
で
す
。
こ
の
技
法
を
使

う
こ
と
で
混
乱
し
た
状
態
か
ら
落

ち
着
き
を
取
り
戻
し
、
粗
暴
な
行

為
や
興
奮
な
ど
の
周
辺
症
状
が
消

失
す
る
と
い
う
成
果
が
現
れ
て
い

ま
す
。
真
に
「
寄
り
添
う
ケ
ア
」

を
実
践
出
来
る
技
法
で
す
。
今
回

は
こ
の
バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
く
、説
明
し
ま
す
。

◆
日
時

　

９
月
11
日
（
月
曜
）

　

10
時
～
16
時

　

９
月
12
日
（
火
曜
）

　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
場
所　

中
央
公
民
館

◆
内
容

　

バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
た
認

知
症
の
人
へ
の
接
し
方
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
（
実
践

的
な
演
習
を
盛
り
込
ん
だ
体
験
型

の
研
修
会
と
な
っ
て
い
ま
す
）　

◆
定
員　

１
０
０
人

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

◆
対
象

　

介
護
関
係
者
、
医
療
関
係
者
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
市
民
な
ど

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
方
法

　

電
話
も
し
く
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
締
切　

9
月
4
日（
月
曜
）

●
申
・
問

・
小
林
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
25
‐
０
７
０
７

　
　

25
‐
０
７
０
８

・
の
じ
り
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
44
‐
２
２
７
１

　
　

44
‐
２
０
２
８

２０１7 年　1 月１日号Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせ ２０１7 年　8 月１日号
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中
小
企
業
大
学
校
研
修

▼▼
保
健
・
福
祉

バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン

実
技
研
修
会

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
を

設
置
し
ま
し
た

第
十
回
特
別
弔
慰
金
の

請
求
は
お
済
み
で
す
か

児
童
扶
養
手
当
現
況

届
・
ひ
と
り
親
家
庭
医

療
費
更
新

各
種
が
ん
検
診
の
実
施

医
療
機
関
の
追
加
お
よ

び
取
下
げ

FaxFaxお
し
ら
せ
７
月
15
日
号

お
詫
び
と
訂
正

Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせ

地域おこし協力隊通信

　小林市の有
機 農 家 と 有
機 農 業 を 志
す 人 達 が 集
ま っ て 立 ち
上 げ た 団 体

「Kobayashi 
Organic」の事務局をしています。
　皆で勉強会や畑見学会などをしながら、有機
農業を広めるべく活動しています。その活動の
ひとつとして、生産者会員が農薬や化学肥料を
使わず栽培した野菜セットを毎月定期配達する
消費者会員を募集しています！たくさんの人た
ちに、熱い思いで育てた野菜を食べていただけ
ると嬉しいです。詳しくは Facebook ページ
もしくは青野までお気軽にお問い合わせくださ
い！（問：地方創生課℡ 23‐1148）

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
も

や
っ
て
ま
す
！

青
あ お の

野 雄
ゆ う す け

介 隊員
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親愛なる小林の皆さんへ、
私の名前はチャールズ・ケラダです。
私の妻は小林出身です。私たちは 3
月に小林に戻ってきました。以来、
毎日を楽しんでいます。私たちの
息子は 6 月 20 日に生まれました。
ここにいる皆さんは、（私たちを）支えてくださった
り、親切にしてくださり、いつも助けてくださいます。
私たちは皆さんに会えるのを、そして皆さんと一緒
に生活できることを楽しみにしています。

Dear friends and family of Kobayashi,
My name is Charles Kelada. My wife is a 
native of your city, and we came back to 
Kobayashi back in March and have enjoyed 
every day since. Our son was born on June 
20th. Everyone here has been supportive, 
kind, and very helpful. We are looking 
forward to seeing you all and to continuing 
our lives with you.

ALTの『英語コラム』

Introduction   - from  Charles -
自己紹介 チャールズ先生より

　　

道
路
や
歩
道
へ
の
倒
木
、
枝
・

雑
草
の
張
り
出
し
な
ど
は
、
日
ご

ろ
か
ら
樹
木
の
伐
採
ま
た
は
枝
払

い
・
草
刈
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

道
路
や
歩
道
へ
の
倒
木
、
枝
の

張
り
出
し
な
ど
に
よ
り
通
行
の
支

障
に
な
っ
た
り
、
標
識
が
見
え
に

く
く
な
っ
た
り
し
て
い
る
場
所
が

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
が

原
因
で
、
車
両
や
歩
行
者
に
事
故

が
発
生
し
た
と
き
は
、
樹
木
の
所

有
者
に
責
任
を
問
わ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
日
ご
ろ
か
ら
の

樹
木
の
伐
採
ま
た
は
枝
払
い
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

強
風
や
大
雨
の
後
は
、
特
に
注

意
し
て
作
業
を
行
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問

・
建
設
課

　

℡
23
‐
０
３
１
１

　

高
速
道
路
沿
線
か
ら
本
線
上
へ

樹
木
な
ど
が
倒
れ
こ
み
、
走
行
中

の
車
が
衝
突
す
る
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
高
速
道
路
へ
の
樹
木

な
ど
の
倒
れ
こ
み
の
危
険
が
予
測

さ
れ
る
場
合
は
、
そ
の
樹
木
な
ど

を
管
理
す
る
所
有
者
で
伐
採
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
た
だ
し
、

危
険
性
が
あ
り
弊
社
に
て
伐
採
を

行
う
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
原
則

と
し
て
所
有
者
へ
事
前
連
絡
を
し

た
上
で
伐
採
を
行
い
ま
す
が
、
危

険
性
・
緊
急
性
が
極
め
て
が
高
い

と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
や
む
を

得
ず
事
前
連
絡
を
せ
ず
に
伐
採
を

行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

高
速
道
路
を
安
全
・
快
適
に
走

行
で
き
る
よ
う
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問

・
西
日
本
高
速
道
路
㈱
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ

　

Ｃ
Ｏ
）
九
州
支
社
管
理
第
一
課

　

℡
０
９
８
５
‐
89
‐
２
５
３
５

　

退
職
金
制
度
は
企
業
に
と
っ
て

福
利
厚
生
の
充
実
、
優
秀
な
人
材

の
確
保
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で

す
。
中
退
共
（
中
小
企
業
退
職
金

共
済
制
度
）
は
、
中
小
企
業
者
の

相
互
扶
助
の
精
神
と
国
の
援
助
で

確
立
さ
れ
た
制
度
で
す
。市
で
は
、

退
職
金
制
度
を
持
つ
こ
と
が
困
難

な
中
小
企
業
者
に
対
し
、
中
退
共

制
度
へ
の
加
入
を
お
す
す
め
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
新
規
加
入
事
業

主
に
対
す
る
補
助
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
安
全･

確
実･

有
利

な
中
退
共
制
度
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◆
中
退
共
制
度
の
特
徴

①
掛
金
は
全
額
非
課
税

②
加
入
前
の
過
去
勤
務
期
間
や
転

　

職
し
た
場
合
に
通
算
が
可
能
で

　

す
。

③
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま

　

す
。

④
市
の
補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

⑤
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
も
加
入
で
き

　

ま
す
。

◆
掛
金
の
種
類

　

月
額
５
０
０
０
円

　
　

～
３
万
円
（
16
種
類
）

※
短
期
労
働
者
は
２
０
０
０
円
～

　

４
０
０
０
円
（
3
種
類
）
の
特

　

例
掛
金
月
額
も
選
択
で
き
ま
す
。

◆
加
入
の
手
続
き

　

各
金
融
機
関
に
加
入
申
込
書
が

あ
り
ま
す
。

◆
補
助
金
制
度

　

小
林
市
退
職
金
共
済
加
入
促
進

補
助
制
度
（
中
小
企
業
退
職
金
共

済
制
度
・
特
定
退
職
金
共
済
制
度
）

で
は
、
新
規
加
入
及
び
追
加
加
入

し
た
事
業
主
に
、
加
入
し
た
従
業

員
1
人
に
つ
き
５
０
０
０
円
（
上

限
）
を
補
助
し
ま
す
。（
3
年
間

を
限
度
と
し
ま
す
）

●
問

・
中
小
企
業
退
職
金
共
済

　

事
業
本
部

　

℡
03
‐
６
９
０
７
‐
１
２
３
４

　

７
月
５
日
か
ら
の
九
州
北
部
地

方
で
の
継
続
的
な
大
雨
に
よ
り
、

人
的
・
物
的
損
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
こ
の
災
害
で
被
災
さ
れ
た

人
を
支
援
す
る
た
め
、
日
本
赤
十

字
社
は
、
次
の
と
お
り
義
援
金
を

口
座
振
込
で
受
け
付
け
ま
す
。
ま

た
、
市
役
所
と
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

口
座
振
込
募
金

◆
受
付
募
集
期
間

　

８
月
31
日
（
木
曜
）
ま
で

◆
受
付
金
融
機
関

　

全
国
の
郵
便
局

▼
口
座
記
号
番
号

　
０
０
１
９
０
‐
２
‐
６
９
６
８
４
２

▼
口
座
加
入
者
名

　

日
赤
平
成
29
年
７
月
大
雨
災
害

義
援
金

◆
そ
の
他

①
受
領
証
を
希
望
す
る
場
合
は
、

　

通
信
欄
に
「
受
領
証
希
望
」
と

　

記
入
の
う
え
、
氏
名
、
住
所
、

　

連
絡
先
を
記
入
く
だ
さ
い
。

②
窓
口
で
の
取
扱
の
場
合
、
振
替

　

手
数
料
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

※
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
の
場
合
は
、
所

　

定
の
手
数
料
が
か
か
る
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
。

●
問

・
日
本
赤
十
字
社
宮
崎
県
支
部　

　

℡
０
９
８
５
‐
22
‐
４
０
４
５

募
金
箱

◆
受
付
期
間

　

８
月
31
日
（
木
曜
）
ま
で

◆
設
置
箇
所

▼
市
役
所

　

本
庁
、
福
祉
課
、
須
木
庁
舎
、

野
尻
庁
舎
の
各
ロ
ビ
ー

▼
社
会
福
祉
協
議
会

　

本
所
、
須
木
支
所
、
野
尻
支
所

の
各
ロ
ビ
ー

◆
そ
の
他

　

領
収
書
の
必
要
な
人
は
福
祉
課

ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問

・
福
祉
課

　

℡
23
‐
０
１
１
１

・
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
23
‐
３
４
６
６

２０１7 年　1 月１日号Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせ ２０１7 年　8 月１日号

24

▼▼　
案　

内

道
路
へ
の
倒
木
、
枝
・

雑
草
の
張
り
出
し

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
か
ら
の

お
願
い

中
小
企
業

退
職
金
共
済
制
度

平
成
29
年
７
月
５
日
か

ら
の
大
雨
災
害
義
援
金

『力を合わせて』

～食べなきゃソンする小林スイーツ！～

『若手職員』編

　市では、市内企業と市役所若
手職員が協力し、ご当地グルメ
を考案する取り組みを３年前か
ら行っています。
　今回考案した出品グルメは

「情熱と青春のてなんどスムー
ジー」。市内でゼリーなどのス
イーツを製造販売している「株
式会社ＡＰＰ」さんにご協力い
ただき、完成しました。
　使用しているのは、ダイワ
ファームのヨーグルトと小林秀
峰高校生が作った乳酸菌飲料で、
ムースの甘みといちごの酸味が
ベストマッチな大人テイストの

スムージーです。
　このグルメは、８月 19 日に開
催される「ご当地グルメコンテ
スト」に出品します。ぜひ、会
場にてお召し上がりください。

小林産のイチゴを使ったチョコクッキー
や米粉を使った白玉をトッピング

市 役 所  × 株 式 会 社 A P P

ご当地グルメコンテスト
２０１７ in まつり宮崎

日時：８月 19 日（土）
　　　10：00 ～ 17：00
会場：MRT　micc
　　　２階ダイヤモンドホール
費用：入場無料、食券は１枚 500 円
※食券は当日会場で購入できます。
※１人 10 枚まで購入可能。
問＝商工観光課　℡ 23-1174

小林の魅力を詰め込んだ絶品スムー
ジーで、優勝目指して頑張ります！

　日本では、お盆がそ
ろそろ近づいてきます。
実は、お盆に当たる行
事はフランスにもあり
ます。
　 ハ ロ ウ ィ ー ン の 次
の 日 の 11 月 １ 日 は、

「Toussaint( ト ゥ ー サ
ン )｣ という日がありま
す。それは ｢ 諸聖人の日 ｣ という意味の祭日
です。フランスはキリスト教が主な宗教なの
で、諸聖人を記念する祭日です。
　宗教は違いますが、日本のように、この祭
りのころにはお墓参りをする習慣があります。
ただお花などを持っていって、お墓におくだ
けなのです。菊の花が寒さに強くて、秋に咲
くので、一番使われている花です。故人と話
をして、祈る人もいるのですが、花をおいて
から帰る人の方が多いです。

『メロンばなし』

T
ト ゥ ー サ ン

oussaint ～フランスのお盆～


